
333

Vol. 47　No. 6（2008）

本年は安全教育に関するさまざまな分野での取組み
を特集として紹介させていただく．
産業界では 2007年問題ということが言われ，団塊

世代の大量退職後の生産現場の各種の知識・技術の伝
承が問題となってくるとされていた．このような問題
は，時間をかけて影響が表れてくるものであり，これ
からますます重大な問題となってくると思われる．生
産現場の安全を保つ知識や技術も伝承されるべき知
識・技術の一つである．
日本の生産現場における安全は QC活動や KYTと

いった現場の小集団活動で保たれていた面が多分にあ
り，そのような活動が社内基準や規程では記述しきれ
ない部分を補っていたものと思われる．最近，社内規
定が不備だったために発生した事故を調べる機会が
あったが，この規程はかなり前から使われているもの
であった．つまり，これまでは不十分な規定でも，そ
れを補って設備を安全に保つだけの人材がそろってい
たが，現在では規定を補う経験を持たない作業員に交
替しつつあり，規定に書かれていないことは行われな
くなったということであろう．
また，日本の工場の生産設備は建設から 30年，40

年を経たものが多くなっており，ベテランの退職に伴
い，設備の建設に直接携わった人が現場にはいないと
いう状況になりつつある．知識は座学よりも実体験で
覚えたもののほうが身につきやすいのは事実であり，
設備の建設に携わった人たちは設備の細部とともに全
体像も把握できていたのではないかと思う．これも最
近の事故であるが，保全部門では休止設備扱いになっ
ていた設備を運転部門が使用しており，点検が不十分
であったために事故になったという例がある．これも
設備の全体像が把握できていれば気がついたかもしれ
ないことであるが，最近の作業員が自分の担当する業
務にしか目が届いていないことを示す事例ではないか
と考えられる．
ベテランの人達は多くの経験を積まれており，なか

には大きな事故を経験された人も少なくない．ところ
が現状は，それらベテランの人たちの経験をもとに安
全対策が積み重ねられ，安全装置の設置などとともに
事故は当然のこと，ヒヤリ・ハットすら起こらないよ
うに規程・マニュアル等が整備されており，新人が現
場でそのような経験をすることは，ほとんどなくなっ
ているものと思われる．安全装置はキチンと保守点検
されていればその機能を十分に果たすはずである．し
かし，いわゆるヒューマンファクターに係わるものは，
作業者が安全に関する知識を十分に身につけていない
とその役割を十分に果たすことはできない．規程・マ
ニュアル等の作成に携わった人達は，そこに書かれた
行為がなぜ必要か十分に分かっていることであろう
が，根拠を理解していない人にはその行為の必要性が
分からず，省略することにも繋がりかねない．また，
よく分かっている人は往々にして自分にとって常識で
あることを書き忘れてしまうことがあり，当然ながら
書かれていなければ，その人の知識は十分には伝わら
ない．作成者と同程度は無理としても，常識を共有で
きる程度には知識を身につけないと規程・マニュアル
等を理解することはできない．
安全の問題に限らず，知識は座学よりも実地に経験

したほうが身につくものである．ただし，安全の問題
に関しては実体験してもらうことはできないので，コ
ントロールされた環境でいかに安全に危険な事象を疑
似体験してもらうかがポイントである．本特集号では，
体験施設を中心にいろいろな分野で行われている安全
教育についてご報告いただいた．同じ分野での事例は
すぐに役立てることができると思うが，他の分野のも
のでも，特にヒューマンファクターに関するものなど
はおおいに参考になるものと期待している．本特集号
で紹介されている事例をもとに各分野での安全教育が
より実効の上がるものにブラッシュアップしていただ
けると幸いである．
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